
山論で取り戻し山  
守る里
貞享５年（１６８８）７月
４日、幕府に直訴して
いた隣藩田辺領大股
村（現舞鶴市）との30
年近くに及ぶ山境争
いに裁定が下され上
宮津村が勝訴しまし
た。村は盛林寺に記
念碑を立て山論記念
日を設け、昭和30 年
代以降は毎年８月８
日に、先輩の努力と
資金援助を受けた衣
川氏への恩義に報謝
する法要を現在に至
るまで続けています。
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辛くないのに、辛皮
センベイ
カンラン岩の

かい
峡の棚田

や辛皮に  きゅるきゅる
と鳴く 河鹿蛙よ
辛皮地区は元普甲道
の通り道に位置し、
杉山から流れる河川
の源流部にある上宮
津の原風景を思わせ
る地区です。棚田に広
がる稲は、

カンラン

橄欖岩から
湧く真水をいっぱい
吸って、秋にはおいし
いお米へと育ちます。
辛皮地区では平成16
年から毎年6月に「ホ
タルとカジカ夢酔い
祭り」が開催されます。
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Ｋ
Karakawa

Ｌ
蕎麦灰からなる

コンニャク

蒟蒻
作り
さあ勢いよく投げま
しょう  味噌作り

①「生命力に溢れた
人尽くしのかみやづ」
明るくて、楽しむこと
が大好きな人が多い
上宮津、懐深く新しい
仲間を受け入れます。

②「土に根差した暮ら
しを味わう催し、やっ
ていきます」米、餅、
蕎麦、味噌、

コンニャク

蒟蒻 。
土と繋がる、季節に
合わせた生活があり
ます。

生
活･

営
み

JudgeJudge Life

宮津湾が一望  
           城山眺望
城山は、すり鉢を伏
せたような形をした、
地域の人達にとって
は馴染みのある身近
な山です。標高は 98
 m で、名前の通り至
る所に山城の跡が見
られ、上宮津城、喜多
城ともいわれます。
一色氏領国時代の小
倉播磨守が最後の城
主です。本丸跡の山
頂からは宮津湾が一
望できます。

城
山

上宮津には、駅伝大
会・敬老会・運動会・
農業文化祭などたく
さんの催しがありま
す。中でも11月の農
業文化祭は地元の農
産物を販売したり、
地域の人たちの趣味
や 特 技 の 発 表 の 場
と し て 文 芸 作 品 や
絵・写真・工芸品等
が展示されます。ま
た、グラウン ド ゴ ル
フにソフトボールや
ビーチボールバレー
の試合もある「盛り
だくさんな文化祭」
です。

農
業
文
化
祭

Ｎ
Nougyoubunkasai

五月なる大手川には
群れをなし 銀鱗映ゆ
る稚鮎の遡上

「♫大手川から湧い
てくる…♬」で始ま
る旧上宮津小学校の
校歌にも唱われた、
地元自慢の清流です。
５月中旬から９月下
旬までは、天然鮎を
狙う釣り人を見かけ
ます。一日に30 匹を
釣り上げる地元名人
もいます。
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2016年に上宮津 21
夢会議が探索し、長
らく眠っていた産業
遺産ともいうべき金
山坑道跡を発見しま
した。小田金山地区
の平野山と蛭子の２
か所にあり、どちら
も平地から少し入っ
た山の中腹に残って
います。明治から大
正の頃、黄銅鉱石を
採掘し四国の精錬所
に運んでいたとのこ
とですが詳細は不明
です。

Gold
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坑
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昭和33年頃に加悦町
から移築された上宮
津地区公民館。元々
の竣工は戦前と伝え
られています。宮津
市内の木造公民館と
しては最大の面積を
有します。質の良い
木材が用いられ文化
的価値も高い建物で
す。一部が改造され
今も上宮津の拠点と
して現役で使われて
います。夜の催しで
玄関や二階の窓際が
提灯で飾られた外観
の風情は一見の価値
があります。
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丹後から丹波、京へ
の古道なる元普甲道
また今普甲道

元普甲道は奈良時代
に、今普甲道は江戸
時代に開かれた、丹
後宮津から丹波福知
山に至る大江山越え
の街道です。当時一
帯にあった普甲寺の
名前がつけられまし
た。今普甲道の新兵
衛屋敷跡や付近の石
畳の道は、いにしえ
の趣を残す魅力的な
場所です。
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Ｈ
House Inishie

住人十色  みんな
ちがって みんないい
上宮津には特技や才
能を持った個性豊か
な人たちがいます。
杉山がライフワークの
生き字引、木版画と話
芸の達人、田畑を荒ら
す有害獣の捕獲を一
手に担う猟師、陶芸
をはじめ古民家再生
や

コンニャク

蒟蒻づくりもする多
彩な活動人、樹木伐
採の名人でキノコ博
士、自ら演じる創作
紙芝居作家などなど
枚挙にいとまがあり
ません。

多
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①毎年1月19日に今
福で行われる蛇綱祭
りは、もち米の藁で
長さ約６mの大蛇を
作って村中を担いで
回り、住民の頭を噛
んで無病息災を祈る
奇祭です。
②今福の滝は大小合
わせて７段あります。
江戸時代中期に書か
れた「丹後與佐海名
勝略記」に紹介され
ており、古くからこの
地方の名瀑として親
しまれてきました。
平成25年には「京都
府景観資産」に登録
されました。
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Question

Ｒ
マンモス、千手観音、
バンザイと次々現わる
大杉の群れ

杉山には樹齢300年
を超える大杉群があ
り、現在確認されて
いるだけでも70本以
上になります。地元
小学生を始め多くの
仲間達が、ワッと現
れる杉の形状から連
想して命名し、標柱
も傍に設置されてい
ます。林道を散策し
ながら楽しく大杉を
鑑賞できます。

杉
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大
杉

Rindou

Ｐ
PersonPerson



上宮津 21 夢会議は、
2002年につくられた

「上宮津地区振興計
画」を、みんなで力を
合わせて実現してい
こうと翌年３月にボ
ランティア団体として
誕生しました。地区
内外約 100 名の会員
が  「夢とロマンを語
りながら人々のふれ
あいと連携を大切に
し、自ら楽しむ」を合
言葉に様々な活動に
取り組み、地域の元
気づくりに奮闘して
います。

Dream

上
宮
津   
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昭和 59 年秋、しばら
く途絶えていた上宮
津縦断駅伝を形を変
えて復活したのが始
まり。翌年から 6月開
催になり、現在宮津
市内で続けられている
唯一の駅伝大会です。
近年は正式区間で競
う地区内自治会チー
ムは減り、短い距離
を老若男女で楽しく
つなぐオープン参加
が増えています。地
区外から参加される
チームもあり、貴重な
スポーツ交流イベント
になっています。
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Ekiden

Ｆ
古き心は良き心

「古心（ふるここ）」美
しい響きの地名です。
古心には薬師如来が
安置されています。
そこには耳の形の石
も祀られており、耳の
病気に効くと言われ、
毎年３月７日に信徒
が集まり法要を行っ
ています。また１ｋｍ
ほど入った所には、
岩から湧き出した水
が滝のように流れ落
ちる、とても神秘的
な空間があります。
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みんな集まれ！
サロン・ド・カミヤヅ
平成 25 年、上宮津の
老若男女を対象に、
楽しく自由に集まれ
る場所つくりとして、
女性が中心になって
活動が始まりました。
3 月、6 月、12 月は送
迎付で、料理好きが
集まって手づくり料理
を提供します。その
他の月は送迎なしの
オープンサロンとし
て、講師を招いての
話、体操、

コンニャク

蒟蒻作り、
陶芸教室など工夫を
重ねてほぼ毎月20日
に開催されています。

サ
ロ
ン･

ド･

カ
ミ
ヤ
ヅ

盛林寺は、細川家の
庇護を受け、１６０３年
に宮津市大久保地内
から現在地に移転さ
れました。多くの文
化財等が保全されて
いる名刹です。裏山
には明智光秀の首塚
があります。首塚の建
立者と時期は不明で
すが、石塔には光秀
の討死した「天正壬
午6月13日」（1582年）
が刻んであります。
娘の玉（ガラシャ ) や
細川藤孝（幽斎）・忠
興親子は、大久保の
地で、墓前に手を合
わせる機会があった
かも知れません。

曹
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Ｔ
Temple

Ｕ
山並みが白い絨毯で
覆われる大江山の
           美しい雲海

11 月～３月にかけて
大江山で雲海を見る
ことができます。それ
は幻想的な景色で、
遠方から訪れる写真
家も少なくありませ
ん。条件が良ければ、
午前９時頃まで見る
ことができます。年に
数回、上宮津 21 夢会
議みらい部会が旧大
江山スキー場にて雲
海カフェを催します。
雲 海 を 見 な が ら の
コーヒーは格別です。

雲
海
と
カ
フ
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UnkaiSalon･de･kamiyadu



Ａ
江戸時代から続く上
宮津祭りは４月の第
３土・日に行われま
す。一番の見どころ
は、日曜朝、小田関ヶ
淵の山頂355ｍに座
する村の総鎮守愛宕
神社に、各地区の神
楽、太刀振り・太鼓、奴
計６組の芸能が集結
し、神事の後奉納さ
れることです。未明
に出発、険しい山道
を登り、明け方６時、
清冽な空気の中、五
穀豊穣を願って厳か
な中にも賑やかに執
り行われます。

Atagojinja
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杉山の樹林が織りなす
「大鳩」は  冬将軍に
保護色となる

杉山の中腹に、杉群
が鳩の形をしてラン
ドマークのように息
づいています。その鳩
は「見返り美人」のよ
うに振り向いて、天の
橋立を眺めています。
まわりの木々が、春に
は

さみどり

早緑色、秋には黄
色・紅色になるため、
鳩の常緑との対比が
見事です。冬には、杉
山一帯が雪に覆われ、
鳩も雪化粧します。

上
宮
津
の
シ
ン
ボ
ル
、
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Bird

Ｃ
指先に神経とがらせ
ワラを編む 桟俵づく
りは健康づくり

平成２7年３月に閉校
となった上宮津小学
校の校舎で、地域の
仲間達が桟俵を作っ
ています。８月１６日
の宮津灯籠流し花火
大会で桟俵に灯籠を
載せて海に流します。
このコミュニティ活
動は健康づくりにも
なりますが、大切な
母校の利活用が主な
目的です。令和元年に
は、「学校ミュージア
ム」が行われました。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

Community

①大江山連峰トレイ
ルコースにある航空
管制塔すぐ近くから、
加悦谷平野、宮津市
街地、宮津湾、栗田
湾、遠くは丹後半島
が一望できます。
②これぞ日本のふる
さと、中の茶屋の田園
風景。一組の高齢者
夫婦で美しい里山が
維持されています。
③小香河地区の丘か
ら見る上宮津谷。
他にも美しいところが
沢山あります。皆さん
のビューポイントを探
してみて下さい。

美
し
い
里
山
の
風
景

この村  愉快な村
働き者が揃う上宮津
だけど、働き場とな
ると少ないのが現実
です。そんな中、縁
あってこの地に来た
仲間で、10年以上前
に手づくり弁当「箱」
が開業、そして最近
おにぎりカフェ「musubi」
がオープンしました。
就職じゃなくて起業
していく若手たちに
期待大です。

仕
事･

生
業

Work

Ｘ
月に一度の
    会議という名の
         飲み会

「自然と元気と
こうりょく

合力が
宝なんだで上宮津の」
上宮津地域会議の合
言葉です。地域活動
では、仲間達がそれ
ぞれ得意分野の仕事
を受け持ち、何でも
こなします。大きな
パワーが売りです。
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Ｘ
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過疎高齢化が進行し
ている中、近年上宮津
に30～40代の10家
族が移り住みました。
2018年には、上宮津
21夢会議に、新しく
Ｉターン・Uターン者
そして地元の次世代
メンバーが加わった、
若者だけの「みらい部
会」が発足しました。
これまでに地域の子
供達を対象にした田
植え及び稲刈り体験
や築100年を超える
民家での音楽コンサ
ートを催すなど積極
的な活動を始めてい
ます。

Young

若
者

最先端！
連絡網は メール配信
① 神（かみ）の木  々
みどり豊けきみ里なり
 八百（やほ）に栄えむ
       つつがなくあれ
いつまでも平穏で安
全なふるさとであり
ますように。
②上宮津は 海の京都
いえいえ  森と海の
              京都です
スノーシューに 
遠く橋立眺むれば  
あれ、お隣りに猿捕茨  
          （サルトリイバラ）が
杉山から眺める宮津
湾は見事です。四季
おりおりの風景を楽
しめます。

Ｚ
Zentai・ Zenkei
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愛宕神社・上宮津祭り

上宮津のシンボル、はばたく森

コミュニティ

上宮津 21 夢会議

上宮津地区駅伝競走大会

古心・薬師さん

金山黄銅鉱坑道跡

上宮津地区公民館

古の道

山論記念日

辛皮（ホタルとカジカ夢酔い祭り）

生活・営み

城山

農業文化祭

大手川

多士済々

蛇 綱（蛇を祀るのは？）・
今福の滝（名瀑の不思議）

杉山林道・大杉

サロン・ド・カミヤヅ

曹洞宗  大圓山  盛林寺

雲海とカフェ

美しい里山の風景

仕事・生業

交流

若者

全体・全景

Ｎo u g y o u b u n k a s a i

Ｏo t e g a w a

Ｐe r s o n

Ｑu e s t i o n

Ｒi n d o u

Ｓa l o n ･ d e ･ k a m i y a d u

Ｔe m p l e

Ｕn k a i

Ｖi e w

Ｗo r k

Ｘ

Ｙou n g

Ｚe n t a i ･Ｚe n k e i

上宮津 21 夢会議及び
地元有志のご協力を
いただきながら、半
年間の作業を経てで
きました。上宮津の
たくさんの魅力を紹
介しています。
「上宮津」の正式名は
「かみみやづ」ですが、
言いやすいことから
「かみやづ」として一
般に親しまれていま
すので、タイトルに
採用しました。
この「かみやづＡtoＺ」
の内容に触れていた
だき、上宮津を好きに
なっていただけたら
何よりうれしいです。

かみやづアラカルト



夏

冬秋
雲海

新春お楽しみ会新春お楽しみ会丹鉄「あおまつ」丹鉄「あおまつ」敬老会敬老会 時の響きコンサート時の響きコンサート

かみやづ寄席かみやづ寄席

そうめん流しそうめん流し 今福の滝今福の滝

盆踊り大会盆踊り大会

春
サツキ植栽サツキ植栽

上宮津祭り上宮津祭り田植え田植え
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